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Local changes in brain oxy-hemoglobin levels caused by dental treatment 
smells: An fNIRS study 
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fNIRS の測定は各ニオイそれぞれ、3 回のニオイ刺激(それぞれ 20 秒)と 4 回の十分








 前頭前野はすべてのニオイ刺激において活性が認められ、VAS および fNIRS の反応
は、どちらも C5＞レジン＞D5の順であった。したがって、不快度が高いほど前頭前野
での活性が高まる傾向が認められた。この結果より、不快なニオイが誘導するストレス
を前頭前野の fNIRS解析で検出できることが示唆された。 
 
